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千葉印刷

　ベイサイドアリーナで「南三陸町福祉まつり」
が 10 月３日の土曜日に開催された。
11 時 30 分ごろに出掛けたが整理番号で「226
番」だった。「餅まき」などの前半の行事や吹奏
楽などの応援もあった割には、来場者の少なさ
を感じた。
　ベイサイド周辺は来年度以降は災害公営が５
棟でき、土地造成の後で住宅再建も始まり、約
363 世帯が東団地に住む事となり、志津川住民
の一番大きな地区となる。
　災害公営は平均年齢が「70 歳」と言われ、福
祉社会がここにある。今回の高齢者や障害者への、
関係施設・介護用品の展示ブースが設けられ、
生活支援の相談会も開催されていた。高齢者の
町となる南三陸町には欠かせない活動と感じる。
　催し物で「輝き劇団」は、認知症世帯の家族が
抱える問題の解決策としての寸劇を、行政の「包
括支援センター」の職員が演じてくれた。高齢者
とお嫁さんの会話で、母が「はらへったなー、ご
はんまだ・・」と嫁に言う。「お母さんさっき食
べたでしょう !」と話す。10 分してまた「ご飯・・」
と言う。何度も繰り返す母に「お母さんまたー・・」
と言い返す。これが二度三度を続く。会場からは
笑いの中に、今の現実が事実ある事を体験してい
る人は真剣に見入っていた。

　私もその中の一人で、一つの提案と解決方法
として演じられたのが、何度も「ごはんまだ。」
と言う母に「お母さんせんべいでも食べてて」「ご
飯できたら声掛けるから」との言葉で、母のご
飯が食べられないイライラを、柔らかく落ち着
かせる対応がこここにある。ついつい家庭仕事
の忙しさの中で、優しさの無い言葉を向けてし
まっている事に気づかされた。母の認知は病気
であり、強い言葉で何度も叱るような口調は、
病気として見た「認知症」の悪化となる。上手
く病気と付き合う方法を教えてくれた。
　我が家でも震災後に、仮設の不自由な暮らし
の中で、母の認知症が一気に進み、身体の不自
由と重なり、父の母への介護が始まり、家事な
どの昼間の疲れと心労が、母をベットでの力ず
くの梗塞へとなり、少しの間家族の苦しみがあっ
た。私も昼間の被災再建の仕事の疲れから、夜
の就寝ができない事に力による行動を取ってし
まった。父の一日の介護から比べれば、夜だけ
のいっしょの生活はまだ楽だったかもしれない。
　こんな環境に生きて来た私たち家族にとっては、
町の高齢者の家庭の見回りと指導は力強いものと
なった。この寸劇から４年前の出来事を思い出し
た。現在は母を施設に、父は週２回のデイサービ
スに行きはじめ、バラバラながら個々に安定した
生活環境の中、南三陸町で暮らしている。
　必ず家族が通る道、介護との上手い付き合いは、
行政の支援を活用する事と、民間の施設を知り
お金は掛かるが利用する事で、家庭の平安と心
の安定を生む。何も知らないままでの両親の認
知は子ども達にとってはショックでもあるが、
現実を直視し向き合う事で解決が出来る。
　　　　　　　　（町内で生き続ける町民より）

● 6 月 30 日に南三陸町佐藤仁町長は、防災対
策庁舎の議会で決定した解体を撤回し、県有化
の 20 年間保存の受け入れを表明した。防災庁舎
の保存により震災を伝え、議論の時間が必要と
話した。

● ６月 26 日の歌津で開催された「移動町長室」
は、役場職員・町民の遺族の意見を伝える最後
の機会となったが、解体を望む声は町長には届
かず、解体希望の遺族との合意形成は難しかった。
　防災庁舎保存は、初期費用や維持管理費など
町の大きな負担となるなど、当初は「解体」の
理由に上げられた。これまでの経緯に佐藤町長
は苦渋の決断だったと話す。県知事からの県有
化 20 年は、国・県からの保存の“風”があり町

民の意見公募と 30 代の若者たちの請願が後押し
となった事によるもので、「防災庁舎一時保存」
の道を選んだ。20 年の期間の中で町民の議論の
場は行政の積極的な取り組みが求められる。

● 防災庁舎 43 年まで保存は町長が代わっても
変わりなし！？
　村井知事は、首長が代わっても平成 43 年度ま
では解体されることなく、保存の是非が議論で
きるよう、町側と財産譲渡を含めた協定を締結
する方針を示し、佐藤町長もこれに応じた。

● 防災庁舎の県有化への町長の行政報告があり、
建物の無償譲渡と敷地の無償貸与で考え、具体
的な事務手続きを進める。

　これからの商店経営の難しさは、後継者がい
ない、大店舗の郊外出店など、これまでの商店
街経営は疲弊の一途を辿っている。高齢化によ
る事業は新しい経営体系に変更する事も出来ず、
ただ、経営の困窮へ進み、やむなく閉店を余儀
なくされている。
　何代も続く先祖からの経営も限界がある。こ
んな状況下で他人に総ての経営を委ねる取り組
みが「継業」だ。今まで携わった事の無い仕事
を経営者として事業展開してもらう。何も知ら
ない人間が入り、今まで続けて来た事業をするが、
これまでの積み重ねた経営とノウハウを素人が
できる訳も無く、少し離れて見守り、自分の店
の将来を任せて行く。これまでの収入が半分以
下になっても、先祖代々の店を名前を残す事を
望み、他人に引き継がせる新たな形でもある。
　静岡市のある商店主が「継業」を決断した。
10 年で商店街の 50 軒が廃業した。迫りくる老
いと経営不振があり、新たな形と商工会議所と
一緒に取り組んだ。娘が３人いるものの婿を取
る事もできなく、店主ひとりで長い事悩んだあ
げくの決断だ。親族・従業員の壁を越え二人の
経営が始まった。あまり口を出すと角が立ち、
早く理解して上手に事業ができるように、遠く
で見ながらつい強い口で指導する。なにも知ら
ない初めての事業主としての仕事に、新たな提
案で取り組むも、販売する物の性質も知らない
ままでの、販売の形に「それは違う」と大きな
声を出す。互いの努力が空回りした瞬間である。
まだ途上であり互いに模索しながら、商売を一
緒にする。このままで経営交代となった時に、
互いの当時の言葉の意味と重さを痛感するだろ
う。「継続」しない事には求める方向も、家業の
継続の達成もできない。70 歳の店主と 42 歳の
女性新米店主の挑戦は今後も続いていて行く。
　商工会議所も閉店した店舗の利用活用を考え、
空店舗を「5 万 8 千円」で貸し出す事業を展開する。
何処の商店街も取り組む空き店舗の活用事業対
策だ。
　経営者は「自分の代で店をたたみたくない」
がある。私もその一人であるが、その問題はま
だまだ深い溝をはらんでいる。今の若者の挑戦
は余りにも堅実過ぎて、目先の収入を求め将来
への投資としての修業なんて考える若い人間は
少ない。私も「継業を希望する若い挑戦者を探す」、
この活動は廃業するまで続けて行きたい。今は
店名と経営者の違う事業所は多くなっていると
言う。

　 防災対策庁舎の動き（7月）⑨ 　  

　　全日本防具付空手道選手権大会

　　  南三陸町選手大活躍
　東京武道館で開催された大会に、北海道から関
西までの小学生から一般まで 200 人が出場した。
　気仙沼・本吉勢が個人部門で６人が優勝し、
団体組手の小学男子の部では、気仙沼から２名
が入った宮城 A チームが優勝し、宮城 B チーム
の一員として三浦琥珀選手（歌津支部）が決勝
で敗れたものの、準優勝となった。

南三陸町出身の選手の結果

[ 個人組手男子 ]
小学２年の部　阿　部　隆   闘（歌津）３位
小学３年の部　三　浦　琥   珀（歌津）３位
高校生の部　　行　場　靖一郎（志津川）２位
[個人組手女子 ]
小学３年の部　佐　藤　海　来（歌津）２位
小学４年の部　近　藤　　恋（歌津）優勝
小学６年の部　佐々木　春　香（歌津）優勝
小学６年の部　三　浦　桃羽菜（歌津）２位
小学６年の部　髙　橋　玲　菜（歌津）３位
中学生の部　　近　藤　　月（歌津）２位

「継業」

南三陸町福祉まつり2015

介護は家庭で
　　悩まないで！
介護は家庭で
　　悩まないで！

ホームページ作成アルバイト求む！
☎４６−３０６９（千葉まで）

復興タコも応援復興タコも応援

　10 月 13 日と 20 日に半年ぶりに志津川地区
まちづくり協議会の部会が、会員の約 10 名が参
加しポータルセンターで開催された。
　今年度始めての協議は、志津川市街地の３地
区の団地と低地部の商店街、地元商店の造成や
かさ上げが進む中で、中央区団地に整備される

「生涯学習センター」について議論が交わされた。
　３階建ての「生涯学習センター」は、図書館

（800 ㎡）・公民館（1700 ㎡）・供用部分（400 ㎡）で、
全想定面積は約 3000 ㎡で計画されている。
　協議会の部会員からは導入機能について「小
さな子供の遊べるスペースがほしい」や「防災

志津川地区町づくり協議会「輝くみらいづくり部会」参加報告⑩
学習の資料館や避難訓練の機能を」、ゾーニング
については「２階にくつろぐスペースが必要」「公
民館の空間は大人が子供たちに目が届く程度に」、
その他として「公民館
は青年会が集まれる場
所だった」「人を呼び込
む事を考えて」「年齢に
関係なく気軽に利用で
きる場所に」「住民から
の図書の提供を可能に」、
など多くの施設への要
望が出された。 生涯学習センター生涯学習センター

◀

（終わり）
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７月の出来事～ 地元報道より ～
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◇入谷地区に高齢者交流施設「晴谷驛（ハレバ
レー）」が１日に開所し、旧シルバー人材センター
の会員など 60 人が集まり復活を喜んだ。場所は
入谷鏡石の国道 398 号沿いにコンテナ２階建て
（敷地面積 2700 ㎡）で「びば !! 南三陸」が中心
となり、ＮＧＯピースウィンズ・ジャパンから約
８千万円の支援を受け建設された。施設では町
内で暮らす高齢者や、元シルバー人材会員の「い
ぶし銀倶楽部」が行う陶芸・木工・習字などの
趣味を通し、技能習得などで交流を図り活動を
していく。

◆気仙沼市「大谷海岸道の駅」の総会が本吉唐
桑商工会で開催された。26 年度の売り上げは１
億 300 万円と昨年比で約 102％増となった。ま
た隣接の食堂部門は１割増の 2,260 万円となり、
直売部門は４千万円と 112％の伸びを見せた。
本吉町産業振興公社の運営で、株主 30 名で組織
される。

◇志津川地区の東地区東工区の 15 戸がこのほど
引き渡しとなった。南三陸町では１番大きい造
成工事区で 345 戸、町内の４割を占める。東工
区は年度内に半分の造成が完了する予定として
いる。

◆気仙沼市内の多くの学校の廃校合併にあたり、
「けせんぬま創生戦略会議」の分科会で、廃校を
「子育ての場」にと具体的なアイディアを出し
合った。

◆気仙沼市の人口が 26 か月連続して減少となっ
た。６月末で人口は 67.065 人（－65）で、世
帯数は 26.175 世帯（＋12）となった。

◇南三陸町の介護資格初任者研修が４日に今年
もスタートした。今年度は 21人の受講のうち２

人の高校３年生が含まれる。基本的な介護業務
取得には通常８～ 10 万円かかる中で、町は受講
費を１万円に抑え町民負担を軽減し、土・日曜
日を開催日にしている。不足している介護現場
の戦力にと期待されている。

◇南三陸町入谷小学校（生徒 86 人）では、３年
生の 15 人が水田観察会をおこない、水田の水路
でオタマジャクシ・カエル・ドジョウ・タニシ
などの生き物などの自然に触れた。

◆気仙沼市２割増プレミアム商品券「ホヤぼー
や商品券」が 11 日から販売が開始され 570 店
舗で取り扱いとなる。1000 円券が 12 枚で、１
セット 12 枚で 12000 円が使える。12 枚のう
ち５枚は大規模店と小規模店で利用でき、専用
券７枚は小規模店のみの使用となる。使用期間
は 27年 12月 31日までとなっている。

◆三陸道の「気仙沼湾横断橋」の海上工事始まる。
道路は松崎高谷「気仙沼ＩＣ（仮称）」から唐桑
町只越「唐桑南ＩＣ（仮称）」までの 9k で、その
一部の「大島ＩＣ（仮称）」までの 1.344ｍの海
上部 680ｍで陸上部は 664ｍとなる。全体の供
用は平成 23 年度の事業化から約 10 年程度とし
ている。気仙沼市の復興シンボルの工事が着々

と進んでいる。

◇４日都内で、南三陸町にボランティア支援で
来町した方々 80 名が一同に会した。町内の産業
団体 20 名も参加して交流を深めた。今後も継続
的な観光客としての来町を呼び掛けた。

　南三陸町の漁業者・加工業者が「南三陸ブ
ランド戦略協議会」を立ち上げ、地元のホヤ・
銀ザケの燻製・缶詰などの商品開発にキリン
マーケティングと日本財団が復興支援として
６千万円を資金援助をする。協議会は歌津の
「歌津うんめもの研究会」、志津川は「南三陸
おふくろの味研究会」、戸倉は「戸倉漁師の会」
の３団体で組織する。

◆26 年の県内への観光統計概要によると、観光
客は年間 5,722 万人となり、大震災前の 93％ま

でに回復した。しかし、気仙沼圏域は海水浴場
の再開が遅れ震災前の５割にとどまっていると
分析する。

◇南三陸町立名足小学校では、20 年間も続く長
須賀海岸での、児童による「地引き網」がおこ
なわれ、地域の海の幸に歓声を上げた。

◇第２海上保安本部（塩釜市）では、本吉・気
仙沼地区における灯台の復旧は気仙沼の 15 基が
完了したが、南三陸はあと４基となった。

◆気仙沼市で名義貸し名目の特殊詐欺を岩手銀
行の社員が窓口で阻止した。

◇南三陸町に４日、安倍首相が視察に訪れた。
町内の復旧工事の状況や建設中の病院の進捗の
説明を受け、仮設生活者とも意見交換した。総
理は被災者の心のケアが極めて重要と述べた。

◆気仙沼市のプレミアム商品券は初日で完売と
なり、不満や不公平感が市民に漂っている。

◇農水省が南三陸町のホテルにおいて、養殖の
生産技術の向上に向けた研究成果を発表した。
小骨除去装置など先端技術研究を紹介した。

気仙沼市南町１丁目２丁目の店舗兼住宅が着工へ！
　南町には４階建てと６階建ての各１棟ずつ
が建設され、１階部分がデイサービス・店舗・
かまぼこ工場など入居し、２階以上に災害公
営住宅を建設する。２階以上の 36 戸に被災者
が入居する。建設は「合同会社・気仙沼南町
復興まちづくり」が行う。魚町・八日町を含
め４棟の建設には 27 億円の費用がかかり、市
が土地と建物を約 23 億５千万円で買い取る事
業が市議会で可決された。内湾地区災害公営
として、早ければ来年５月には入居でき、新
たな形での被災者の店舗兼住宅が建設される。

◇宮城県南三陸教育事務所（気仙沼市）で、子
供たちの不登校や友人トラブルなど、子育ての
悩みを持つ親同士が集まり、情報交換会が 24
日開催された。専門カウンセラーによるアドバ
イスなどを受けた。
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７月の出来事は次号 44号（11 月 22 日発行予定）につづく

（電話申込が便利）

喪中 喪中

７月の出来事上期

喪
中
は
お
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！

日の出とアワビの開口

喪中は電話注文でスピード仕上げ！
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